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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公表番号】特表2008-515408(P2008-515408A)
【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
【出願番号】特願2007-535017(P2007-535017)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｇ   4/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月16日(2008.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー系及び少なくとも１重量％のチョコレートを含むタフィーガムであって、前記
ポリマー系が該タフィーガムの少なくとも１０重量％を構成し、前記ポリマー系の少なく
とも７０重量％がポリビニルアセテートを含み、該ポリビニルアセテートが０～６０℃の
範囲のガラス転移温度（Ｔｇ）を有し、そして前記チョコレートが該タフィーガムの多く
ても９０重量％を構成する、タフィーガム。
【請求項２】
　前記ポリビニルアセテートの前記ガラス転移温度（Ｔｇ）が１８～５５℃の範囲、好ま
しくは２５～４０℃の範囲である、請求項１記載のタフィーガム。
【請求項３】
　少なくとも１つの風味剤及び少なくとも１つの甘味剤を含む、請求項１又は２に記載の
タフィーガム。
【請求項４】
　前記ポリマー系が前記タフィーガムの少なくとも１２重量％を構成する、請求項１～３
のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項５】
　前記ポリマー系がポリビニルアセテート単独により実質的に形成される、請求項１～４
のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項６】
　前記ポリビニルアセテートが１，０００～２５０，０００ｇ／ｍｏｌの範囲、好ましく
は２，０００～１００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲、最も好ましくは１５，０００～６０，
０００ｇ／ｍｏｌの範囲の分子量（Ｍｗ）を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載
のタフィーガム。
【請求項７】
　前記ポリマー系の多くても３０重量％、好ましくは多くても１０重量％が４０，００１
～２００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の分子量（Ｍｗ）を有するポリビニルアセテートであ
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る、請求項１～６のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項８】
　前記ポリマー系が４重量％未満の約５０，０００～９９，９９９ｇ／ｍｏｌの分子量（
Ｍｗ）を有するポリマーを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項９】
　前記ポリマー系が２重量％未満の約１００，０００～１９９，９９９ｇ／ｍｏｌの分子
量（Ｍｗ）を有するポリマーを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のタフィーガム
。
【請求項１０】
　前記ポリマー系が１重量％未満の約２００，０００～３９９，９９９ｇ／ｍｏｌの分子
量（Ｍｗ）を有するポリマーを含む、請求項１～９のいずれか一項に記載のタフィーガム
。
【請求項１１】
　前記ポリマー系が０．５重量％未満の約３９９，０００～８００，０００ｇ／ｍｏｌの
分子量（Ｍｗ）を有するポリマーを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載のタフィ
ーガム。
【請求項１２】
　前記ポリマー系がエラストマーを実質的に含有しない、請求項１～１１のいずれか一項
に記載のタフィーガム。
【請求項１３】
　前記タフィーガム物質がコアを形成しており、そして前記少なくとも１つのチョコレー
ト構成単位のうちの少なくとも１つが前記コア中に置かれる、請求項１～１２のいずれか
一項に記載のタフィーガム。
【請求項１４】
　前記チョコレートが前記タフィーガムの５～８０重量％、好ましくは１０～６０重量％
の範囲の量で付与される、請求項１～１３のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項１５】
　前記チョコレートが該チョコレートの１５～９０重量％の量でココアバターを含む、請
求項１～１４のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項１６】
　前記チョコレートが液体チョコレート、固体チョコレート及び粉末チョコレート又はそ
の任意の組合せから成る群から選択される、請求項１～１５のいずれか一項に記載のタフ
ィーガム。
【請求項１７】
　前記タフィーガムの１～２５重量％、好ましくは５～２０重量％の量で少なくとも１つ
のポリオールのシロップを含む、請求項１～１６のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項１８】
　約０．００１～３０重量％の量で前記少なくとも１つの風味剤を、そして約５～８０重
量％の量で前記少なくとも１つの甘味剤を含む、請求項１～１７のいずれか一項に記載の
タフィーガム。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの甘味剤が糖を含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載のタフ
ィーガム。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの甘味剤が人工甘味剤である、請求項１～１９のいずれか一項に記
載のタフィーガム。
【請求項２１】
　外部コーティングを施される、請求項１～２０のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項２２】
　中心充填される、請求項１～２１のいずれか一項に記載のタフィーガム。
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【請求項２３】
　圧縮される、請求項１～２２のいずれか一項に記載のタフィーガム。
【請求項２４】
　生成物がバッチプロセスにより製造される、請求項１～２３のいずれか一項に記載のタ
フィーガムの製造方法。
【請求項２５】
　生成物が押出プロセスにより製造される、請求項１～２３のいずれか一項に記載のタフ
ィーガムの製造方法。
【請求項２６】
　チョコレートによる請求項１～２３のいずれか一項に記載のタフィーガムのコーティン
グ方法であって、液体形態のチョコレートをタフィーガムコアの表面に塗布する工程と、
該液体チョコレートを硬化させる温度に該チョコレート被覆タフィーガムを付す工程とを
含む、コーティング方法。
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